
越
谷
市
の
中
島
の
葱
栽
培

山
本

泰
秀

中
島
の
耕
地
は
地
元
で
「
い
な
ご
土つ

ち

」
と
呼
ば
れ
る
粘
土
質
で
あ
り
、
葱ね

ぎ

畑
が
目
立
つ
が
、
こ

こ
で
は
深
谷
と
比
肩
す
る
程
の
良
質
な
葱
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
島
の
葱
は
、
潮
止

し
お
ど
め

村
（
現

八
潮
市
）
か
ら
新
品
種
の
葱
種
が
昭
和
初
期
に
入
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
中
島
の
故
杉
山
卯
八

氏
の
話
に
よ
る
と
、
戦
前
に
八
潮
市
旧
潮
止
村
の
篤
農
家
か
ら
種
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
。「
黒く

ろ

一

本
太ふ

と

葱ね
ぎ

」
の
誕
生
で
あ
る
。
中
島
地
区
の
自
家
用
菜
園
で
栽
培
し
て
い
た
よ
う
で
、
国
家
統
制
令

の
戦
時
下
で
は
自
由
販
売
が
で
き
ず
、
葱
は
吉
川
の
市
場
に
闇
で
出
荷
さ
れ
た
昭
和
十
七
年
頃
の

話
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
六
月
に
山や

ま

柏が
し

葱
市
場

い

ち

ば

を
開
業
し
た
星
野
政
司
は
越
ヶ
谷
三
丁
目
の
明
誌
社
の
南

隣
の
星
野
家
に
生
ま
れ
る
。
北
千
住
に
あ
る
千
住
葱
は
、
葱
専
門
の
葱
商
が
扱
う
葱
で
あ
り
、
星

野
氏
の
「
山
柏
」
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
葱
の
特
色
が
と
て
も
甘
く
、
張
り
が
あ
り
、
艶
も

あ
る
。
甘
い
メ
ロ
ン
の
糖
度
が
十
四
度
で
あ
る
の
に
対
し
千
住
葱
は
十
七
度
も
あ
る
。

千
住
葱
の
主
た
る
生
産
地
は
埼
玉
や
千
葉
で
、
昔
か
ら
良
い
葱
は
足
立
区
の
千
住
の
市
場
に
出

荷
さ
れ
、
市
場
へ
農
家
の
人
々
が
荷
車
に
葱
を
積
み
込
ん
で
牛
に
ひ
か
せ
た
り
し
た
と
い
う
。
古

く
は
江
戸
の
昔
、
蕎
麦
屋
が
「
一
本
で
薬
味
が
ど
ん
ぶ
り
一
杯
も
と
れ
る
。
」
と
言
う
評
判
を
と
っ

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
焼
き
鳥
屋
、
す
き
焼
き
屋
、
鍋
屋
な
ど
が
「
白
身
が
長
い
だ
け
で

な
く
、
焼
い
て
も
よ
し
、
煮
て
も
よ
し
、
お
ま
け
に
日
持
ち
も
す
る
」
と
先
を
争
っ
て
使
い
始
め

た
と
い
う
。

野
菜
の
統
制
の
解
除
さ
れ
た
昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
三
十
年
ま
で
山
柏
（
千
住
市
場
）
迄
行
く

に
は
自
転
車
に
括く

く

り
付
け
た
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
だ
。
二
時
間
か
け
て
中
島
か
ら
千
住
迄
、
夜
六
時

か
七
時
に
中
島
を
出
発
し
た
。
山
柏
に
は
寝
泊
ま
り
す
る
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

最
後
に
中
島
の
葱
の
原
産
地
の
潮
止
の
葱
に
つ
い
て
触
れ
る
。
潮
止
村
の
葱
栽
培
は
天
保
年
間

に
東
京
府
南
葛
飾
郡
砂
町
か
ら
「
千
住
葱
」
の
原
種
を
取
り
寄
せ
て
試
作
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
京
浜
市
場
を
持
つ
関
東
近
県
の
葱
栽
培
と
同
様
「
千
住
葱
」
栽
培
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。



増
森
特
産
の
固
定
種
「
増
森
ミ
ツ
バ
」

山
本

泰
秀

ミ
ツ
バ
と
は
、
日
陰
に
生
え
、
強
い
独
特
な
香
り
が
あ
る
セ
リ
科
の
多
年
草
で
あ
る
。
日
本
列
島
で
は
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
野
生
し
、
中
国
大
陸
・
韓
国
・
北
朝
鮮
や
北
米
大
陸
に
も
分
布
す
る
。
日
本
産
の
ミ
ツ
バ

は
そ
の
亜
種
と
さ
れ
て
い
る
が
、
古
来
よ
り
わ
が
国
で
は
、
湿
地
や
陰
地
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
自
生
が
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
亜
種
で
は
な
く
日
本
原
産
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

固
定
種
と
は
、
何
世

代
も
か
け
て
選
抜
淘
汰
が
行
わ
れ
、
遺
伝
的
に
安
定
し
た
品
種
を
い
う
。
一
方
、
Ｆ
１
品
種
は
、
自
家
受
精
し

て
採
種
し
た
種
子
で
あ
る
固
定
種
と
は
違
っ
て
、
雄
と
雌
を
交
雑
さ
せ
て
採
種
し
た
種
子
の
こ
と
で
あ
る
。
固

定
種
の
作
物
の
例
と
し
て
は
、
ミ
ツ
バ
の
他
に
、
レ
タ
ス
・
ゴ
ボ
ウ
・
春
菊
が
あ
げ
ら
れ
る
。
選
抜
す
る
人
や

選
抜
地
の
気
候
・
風
土
に
よ
っ
て
採
種
を
続
け
る
と
変
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
な
お
固
定
種
で

も
あ
る
地
方
で
昔
か
ら
選
抜
さ
れ
て
き
た
品
種
を
「
在
来
種
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

ミ
ツ
バ
の
栽
培
技
術
は
江
戸
を
中
心
に
発
達
し
た
よ
う
で
、
現
在
の
東
京
都
葛
飾
区
水
元
や
堀
切
（
旧
・
下

千
葉
村
）
近
辺
で
は
、
享
保
年
間
（
一
七
二
〇
年
頃
）
に
栽
培
が
始
ま
り
、
天
保
年
間
（
一
八
三
五
年
頃
）
に

は
、
苗
床
に
覆
い
を
し
て
醸
成
す
る
醸
熱
物
を
利
用
し
た
早
出
し
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
糸

ミ
ツ
バ
は
、
堀
切
（
下
千
葉
）
付
近
で
は
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
、
安
政
年
間
（
一
八
四
五
年
頃
）
に
は
、
下
千

葉
産
の
糸
ミ
ツ
バ
と
し
て
千
住
市
場
に
盛
ん
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
ミ
ツ
バ
の
産
地
は
、
千
葉
県
松
戸
市
及
び
神
奈
川
県
や
埼
玉
県
に
移
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
代
々

引
き
継
が
れ
て
き
た
ミ
ツ
バ
栽
培
は
、
昭
和
初
期
に
越
谷
市
内
の
増
森
（
ま
し
も
り
）
地
区
で
再
び
盛
ん
に
な

り
、
増
森
特
産
の
固
定
種
、
「
晩
抽
（
ば
ん
ち
ゅ
う
）
増
森
ミ
ツ
バ
」
及
び
「
増
森
白
茎
（
し
ろ
く
き
）
系
ミ

ツ
バ
」
が
栽
培
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
晩
抽
増
森
ミ
ツ
バ
は
、
現
在
も
、
野
田
市
に
あ
る
種
苗
（
し
ゅ
び
ょ
う
）

会
社
、
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
に
あ
る
種
苗
会
社
を
通
じ
て
、
関
東
は
も
と
よ
り
、
北
は
東
北
・
北
海
道
、
南
は

九
州
ま
で
全
国
的
に
「
増
森
ミ
ツ
バ
」
と
し
て
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

晩
抽
増
森
ミ
ツ
バ
は
、
そ
れ
ま
で
の
増
森
産
の
中
の
抽
台
（
植
物
の
花
茎
が
節
間
の
伸
長
に
よ
っ
て
急
に
伸

び
る
こ
と
）
の
遅
い
系
統
を
選
択
固
定
し
た
品
種
で
、
特
に
東
北
・
北
海
道
地
方
で
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
。

秋
か
ら
翌
春
に
か
け
て
出
荷
す
る
軟
化
栽
培
に
適
し
、
伏
せ
込
み
後
の
発
芽
が
一
斉
に
揃
っ
て
伸
長
す
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
増
森
白
茎
系
ミ
ツ
バ
よ
り
茎
の
伸
び
が
よ
く
、
葉
も
や
や
大
き
い
。
高
温
時
の
出
荷
以
外
は
、

根
ミ
ツ
バ
・
青
ミ
ツ
バ
の
い
ず
れ
の
栽
培
に
も
可
能
で
あ
る
。

一
般
に
、
ミ
ツ
バ
の
種
子
は
や
や
偏
平
の
線
状
か
長
楕
円
で
、
黒
褐
色
、
縦
に
浅
い
筋
が
入
っ
て
い
る
。
採

種
は
八
月
で
、
六
十
㌢
に
徒
長
し
た
ミ
ツ
バ
の
刈
り
取
り
時
期
は
、
種
子
が
五
か
ら
八
％
落
下
し
た
時
点
が
乾

燥
に
適
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
が
よ
い
。
乾
燥
し
過
ぎ
る
と
発
芽
し
に
く
い
。
乾
燥
の
方
法
は
、
ミ
ツ
バ

を
七
・
八
本
に
束
ね
て
軒
下
に
立
て
掛
け
、
日
陰
で
乾
燥
さ
せ
る
や
り
方
で
あ
る
。
ミ
ツ
バ
は
、
笹
竹
と
同
様

に
所
々
に
種
を
付
け
る
。
乾
燥
し
た
ミ
ツ
バ
は
、
新
聞
紙
の
上
や
ゴ
ザ
の
上
で
手
も
み
や
足
で
こ
す
り
、
そ
れ

か
ら
箕
で
あ
お
っ
て
種
を
分
離
す
る
。
二
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
（
一
合
）
の
種
を
採
種
す
る
に
は
、
十
束
の
ミ
ツ
バ

が
必
要
で
、
四
万
か
ら
六
万
粒
の
数
に
な
る
。
十
㌃
（
一
反
）
当
た
り
、
百
か
ら
百
五
十
㍑
程
採
れ
る
の
が
常

で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
昭
和
二
十
四
・
五
年
頃
に
、
ミ
ツ
バ
の
種
の
需
要
が
拡
大
し
種
不
足
を
起
こ
し
て
、
昭
和
二
十

六
・
七
年
頃
に
ミ
ツ
バ
の
価
格
が
暴
騰
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
増
森
の
増
森
本
田
（
ほ
ん
で
ん
）
地
区

で
は
、
増
森
白
茎
系
ミ
ツ
バ
が
七
・
八
戸
の
農
家
で
栽
培
さ
れ
、
比
較
的
に
屋
敷
が
広
い
の
で
、
柿
の
木
の
下
、

す
も
も
・
桃
・
梅
の
木
の
下
で
見
ら
れ
て
、
雑
草
の
生
え
る
の
を
防
ぐ
役
目
も
し
て
い
た
。
日
陰
で
よ
く
生
育

し
、
土
を
ほ
っ
か
け
る
（
か
ぶ
せ
る
）
と
茎
が
白
く
な
る
の
で
、
「
ほ
っ
か
け
ミ
ツ
バ
」
と
呼
ば
れ
て
神
田
市

場
に
出
荷
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
現
在
は
自
家
用
栽
培
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
増
森
と
い
う
地

名
が
「
増
森
ミ
ツ
バ
」
を
通
し
て
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

※

主
な
参
考
文
献

①
（
二
〇
〇
九
）
『
農
業
技
術
大
系

野
菜
編

第
十
一
巻
』
農
山
漁
村
文
化
協
会

②
（
不
明
）
渡
辺
安
賢
『
種
苗
六
十
年
』



増
林
の
養
鶏
業
の
歴
史

山
本

泰
秀

増
林
地
区
で
養
鶏
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
初
期
で
あ
る
。
当
時
は
、
一
戸
当
た
り
五
十
～
六

十
羽
ほ
ど
を
放
し
飼
い
に
す
る
平ひ

ら

飼
い
で
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
頃
、
雛
を
扱
う
孵
卵

ふ

ら

ん

場
が
愛
知
県

に
で
き
、
雛
鳥
を
購
買
し
飼
育
す
る
だ
け
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
頃
は
、
一
戸
当
た
り
二
百

～
三
百
羽
ほ
ど
に
な
っ
た
。
同
年
木
造
三
段
式
バ
タ
リ
ー
（
鶏
舎
）
が
生
ま
れ
た
。
鶏
飼
育
羽
数

が
各
段
に
増
加
、
副
業
的
体
系
か
ら
大
規
模
大
企
業
体
系
に
移
行
し
計
画
的
育い

く

雛す
う

と
な
っ
た
。
大

相
模
在
住
の
斎
藤
亀
之
助
氏
が
発
明
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ブ
ル
ー
ダ
ー
と
言
う
育
雛
器
が
大
き
く
貢

献
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
灯
油
に
よ
る
灯
火
方
式
の
育
雛
器
は
、
孵
化
し
た
ば
か
り
の
雛
は
自

分
で
体
温
調
節
が
で
き
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
補
給
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
雛
が
育
っ
て
い
く
う
え
で
の
問
題
点
、
例
え
ば
雛
の
呼
吸
に
よ
り
発
生
す
る
炭
素
ガ
ス
の

充
満
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ブ
ル
ー
ダ
ー
は
金
網
製
且
つ
引
き
出
し
式
で
上
下
段

入
れ
替
え
可
、
雛
を
捕
ら
え
る
に
も
簡
単
便
利
で
あ
り
、
餌
及
び
水
飲
み
器
が
外
付
け
で
無
駄
が

な
い
。
鶏
も
金
網
を
通
じ
て
下
の
糞
受
け
に
落
下
堆
積
し
引
き
出
し
除
去
で
き
、
伝
染
病
感
染
の

心
配
も
少
な
く
な
っ
た
。
高
層
階
段
式
の
も
の
は
、
一
人
で
五
千
羽
も
の
管
理
が
可
能
に
な
っ
た
。

初
期
の
飼
料
は
各
家
庭
で
米こ

め

糟か
す

・
麦
糟
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
野
菜
・
魚
粉
を
釜
で
煮
炊
き
し
て

作
っ
た
。
昭
和
三
十
八
・
九
年
頃
、
配
合
飼
料
に
変
化
。
円
筒
形
の
倉
庫
、
い
わ
ゆ
る
サ
イ
ロ
が

こ
の
地
区
に
も
多
く
見
ら
れ
た
。
自
家
飼
料
を
作
る
労
働
時
間
は
短
縮
で
き
た
が
、
飼
料
費
が
嵩

み
、
や
が
て
は
採
算
が
取
れ
ず
養
鶏
を
や
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
三
十
九
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
効
果
で
一
時
的
卵
価
格
高
騰
が
あ
り
、
四
十
年
頃
ま
で
は
、
当
時
の
農
家
二
戸
に
一
戸
が

養
鶏
組
合
員
で
あ
っ
た
。
四
十
一
年
十
一
月
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
が
大
発
生
。
四
十
五
年
頃
を
境

に
経
営
件
数
が
減
少
、
転
業
す
る
農
家
が
増
え
た
。
卵
価
格
の
低
下
、
さ
ら
に
越
谷
の
都
市
化
に

伴
う
公
害
、
土
地
価
格
、
労
働
力
問
題
も
重
な
り
、
増
林
中
組
に
お
け
る
養
鶏
農
家
は
、
昭
和
五

十
年
頃
に
は
、
皆
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。
最
後
ま
で
養
鶏
を
続
け
て
い
た
尾
川
佐
平
家
も
平
成
七

年
一
月
で
完
全
撤
退
し
、
こ
こ
に
増
林
か
ら
養
鶏
業
が
無
く
な
り
、
一
大
産
業
が
完
全
消
滅
し
て

し
ま
っ
た
。


